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空間計量経済学では 2次元上の n個の地域 si (i = 1, 2, . . . , n)における地域データ Y (si)に対す

る空間自己回帰モデル

Y n = λWnY n +Xnβ + εn (1)

がよく用いられる．ただし，Y n は観測値ベクトル，λWn は 1つのパラメータ λのみに依存する空

間重み行列，Xnβ は回帰項，εn は誤差ベクトルであり，N(0, σ2In)にしたがうとする．

Lee(2004)は，モデル (1)の未知パラメータ β, λ, σ2 の最尤推定量の一致性と極限分布を導くため

に，Wn や εn, Xn について 8つの条件が必要であると述べている．たとえば，以下のような条件で

ある．

• εn は N(0, σ2In)にしたがう

• Wn の (i, j)成分は一様に O(1/hn)とする．ただし，任意の iに対し，(i, i)成分は 0．

• lim infn→∞ hn > 0 かつ limn→∞ hn/n = 0が成立する

本発表では，以下のような特別な場合に，Lee(2004)が提示している条件が具体的にどのような条

件になり，何を意味しているのかを検討する．

■ 地域 si は格子点上に並んでおり，Xnβn = 0，Wn は隣接行列である場合 隣接行列Wn = (wij)

は，si と sj(i ̸= j)が隣り合っていれば wij = 1，それ以外は wij = 0と定義される行列である．

この場合について，Lee(2004)が提示する 8つの条件を具体的な条件で表現する．また，その条件は

定常性の条件とどのような関係にあるのかを検討した結果を報告する．

■ 空間オルンシュタイン-ウーレンベック過程の場合 データ Y は，観測領域 [0, 1]2 を n×mの格

子状に分割し，分割されたそれぞれの地域 (uj , vk)(j = 1, . . . , n, k = 1, . . . ,m) で観測された格子

データであるとする．格子データであることがわかりやすいようにここでは地域 siではなく (uj , vk)

という表現を用いる．データ Y (uj , vk)について E(Y (uj , vk)) = 0,

Cov(Y (uj , vk), Y (u′
j , v

′
k)) = σ2e−µ|uj−u′

j |−λ|vk−v′
k| (2)

である場合，{Y } は空間オルンシュタイン-ウーレンベック過程であるという．ただし，σ2 >

0, (µ, λ) ∈ [a, b]2 ⊂ (0, σ)2 である．Y が空間オルンシュタイン-ウーレンベック過程である場合，

Lee(2004)の条件を具体的に表現し，その解釈について検討したことを報告する．

また，Ying(1993)が提示している空間オルンシュタイン-ウーレンベック過程の最尤推定量の一致性

と極限分布に関する結果と具体的に書き直した Lee(2004)の条件等を比較し，検討する．
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